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マンホールからのぞく地質の世界 4 
  —アキシマクジラ—

長森 英明 1）

1.　はじめに

本稿は，デザインマンホールの蓋を題材にして郷土に関

わる地質について紹介するシリーズの第 4回目となりま

す．今回紹介するのは，東京都の中部に位置する昭
あきしま

島市の

キーワード：�デザイン，マンホール，郷土，地質，アキシマクジラ，化石，東京都，昭島市１）産総研 地質調査総合センター 地質情報研究部門

デザインマンホールです．そのデザインは「クジラ」です

（第1図）．丘陵地帯にある昭島市のマンホールになぜ海棲�

哺乳類のクジラがデザインされているのでしょうか？「ク

ジラ」のマンホールから地質の世界をのぞいてみましょう． 

第 1 図	 昭島市のデザインマンホールの蓋．
　	� 入道雲が浮かぶ海に，潮を噴きながら泳ぐ愛嬌たっぷりなクジラが描かれている．このクジラは昭島市で産

出した「アキシマクジラ」と名付けられたクジラ化石がモチーフとなった．クジラの下側部分に引かれた線は，
海水を飲み込んだときに体を大きく膨らませることができるようについているウネで，コククジラには 2 本
ある．A：カラー版（緑クジラバージョン），B：カラー版（桃クジラバージョン），C：通常版，D：小型版．
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C D
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２.　昭島市とクジラの関係

昭島市を訪れると，マンホール以外にも様々な場所でク

ジラを模した構造物やキャラクターが目に付きます．また，

市内には名称の一部に「クジラ」が含まれている店や施設

などがあり，公園，病院，薬局，葬儀社，駐車場，介護施

設，ラーメン屋など多方面に渡ります．また，市民クジラ

まつり，合唱団，道路の名前，クジラクッキー，クジラ饅

頭など，探せば探すほどにクジラの名前がみつかります．

それならば，役所でもクジラがみつかりそうです．昭島市

の公式ホームページを覗いてみると，水色とピンクのクジ

ラのキャラクターが見つかりました．このクジラは昭島市

の公式マスコットで，それぞれ「アッキー」，「アイラン」

の名前がつけられています．これほどまでに街をあげてク

ジラに愛着を表している地域は他に思い当たりません．内

陸にあり海とは縁遠い昭島市（第 2図）とクジラとの間に

関連性はなさそうに思えます．実は，このクジラの由来と

なったのは，昭島市で発見されたクジラの化石なのです．

クジラ化石には「アキシマクジラ」という名前がつけられ

ています．

３.　アキシマクジラの発見

アキシマクジラの発見のいきさつについては，田島

（1964）や昭島市のアキシマクジラの紹介ページを参照

し，概略をまとめます．時は半世紀ほど遡った 1961 年 8

第 2 図	 上総層群の分布．
	� 基図は地理院地図を使用した．赤線は昭島市の範囲を示す．上総層群（鮮新統‒下部更新統）の分布については，三梨・須田（1980），

宇野沢ほか（1983），坂本ほか（1987），植木ほか（2013），植木・酒井（2007），竹内ほか（2015）を参照した．上総層群の基底深
度は鈴木（2002）に従った．基底深度は上総層群の堆積開始時のおおまかな海底地形の目安となる．
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月 20日，昭島市に流れる多摩川を訪れていた小学校教諭

の田島政人氏とご子息の芳夫氏が河川敷から大型の化石を

発見しました．1週間ほどたった 8月 28日から 9月 3日

にかけて同僚教師や教育委員会職員を中心に発掘作業が行

われています（第 3図）．発掘の過程で大型の化石の正体

はヒゲクジラであることが分かってきました．発掘で掘り

出された化石は，1年の歳月をかけて小学校の空き教室を

利用してクリーニング作業や復元作業が進められました．�

発掘された化石は，一部の骨が欠損しているものの，頭蓋

骨から尾骨までのほぼ１体分の骨が揃った大変貴重なもの

でした（第 4図）．このクジラ化石の発見は，新聞，ラジ

オそしてテレビなどで報道されて大きな反響があったそう

です．

「アキシマクジラ」という通称名は，1963 年に鯨類研

究所の西脇昌治博士と国立科学博物館の尾崎博博士によっ

て名付けられています．クリーニング作業が終わった化石

標本は 2012 年 3 月まで国立科学博物館に保管されてい

ました．その後，本格的な研究を進めるために群馬県立自

然史博物館に移管されて骨の解剖学的な特徴が検討された

結果，発見から 57年の歳月を経て 2018 年 1月に日本古

生物学会で発行されている英文の学術誌「Paleontlogical 

Research」で正式に記載報告がなされました（Kimura et 

al. , 2018)．

４．アキシマクジラは新種だった！

アキシマクジラの詳細な記載は Kimura et al.  （2018）

によって行われ，新種として発表されました．以下に

Kimura et al.  （2018）によって明らかにされたアキシマク

ジラの特徴について説明します．

アキシマクジラは，コククジラ属（Eschrichtius 属）

の新種で，Eschrichtius akishimaensis と命名されまし

た．コククジラ属で現在生きている唯一のコククジラ

（Eschrichtius robustus；第 4 図）とは頭蓋骨を構成する

骨の特徴が異なることから，アキシマクジラはすでに絶滅

してしまった別の種と考えられ，新種として学名があたえ

られたのです．また，コククジラ属の化石記録は少ないた

め進化の過程などの詳しいことはわかっていませんでした

が，アキシマクジラが生きていた前期更新世頃までは少な

くとも 2つの系統の種が存在していたことが明らかにさ

れました．なお，アキシマクジラの骨端は癒合しているた

ⓒ昭島市教育委員会

ⓒ木村敏之

第 3 図	 アキシマクジラの発掘風景．
　	� 昭島市教育委員会提供．湾曲した肋骨や連続する背骨など

がまとまっている産状を示す．大勢の見学者が訪れ，市民
の注目を浴びていたことが伺える．

第 4 図　	 アキシマクジラの発掘された部位．
　	� 群馬県立自然史博物館の木村敏之博士提供．現世種のコククジラの骨格にアキシマクジラの産出した部分を赤色で示してある．

この図から，多くの部位が残されていることが分かる．
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め，成体と推定されています．

ところで，Kimura et al.  （2018）によるアキシマクジラ

の分類学的な位置づけを見ると，高い階級から順に哺乳網

（Mammalia）＞鯨偶蹄目（Cetartiodactyla）＞クジラ亜目

（Cetacea）＞ヒゲクジラ下目（Mysticeti）＞コククジラ科

（Eschrichtiidae）＞コククジラ属（Eschrichtius）となって

います．このなかに示されている「鯨偶蹄目」とは，どの

ような仲間なのでしょうか．鯨偶蹄目（Cetartiodactyla）は，

クジラ目（Cetacea）と偶蹄目（Artiodactyla）の単語を合成

してつくられた学術用語です．クジラ目はクジラの仲間，

一方の偶蹄目は指の数が偶数備わっている牛や鹿やカバな

どの仲間です．一見して両者が同じ仲間とは信じられませ

んが，遺伝子解析によって系統が整理され，クジラ目と

偶蹄目は同一の仲間に含められました（Montgelard et al. , 

1997；Shimamura et al. , 1997；Nikaido et al. , 1999）．

なお，現在クジラはカバと共通の祖先から進化したと考え

られています（Nikaido et al. , 1999）．

アキシマクジラはコククジラ属の絶滅種ということが明

らかにされました．絶滅種がどのように生きていたのかは，

化石から推定することはかなり難しいので，現在生きてい

る近縁種の生態が参考になります．そこで，近縁の現世

種であるコククジラがどのようなクジラなのかを，Tinker �

（1988），マーティン（1991），ジェファソンほか（1999）

などの文献で調べてみました．現生のコククジラは，太平

洋北部域に生息しています．大西洋にも生息していたので

すが，過剰な捕獲によって絶滅してしまったとされていま

す．主に沿岸域で生活し，1年周期の長距離に及ぶ回遊を

しています．多くのヒゲクジラ類は口にあるクジラヒゲで

プランクトンなどの餌を海水と共に取り込み，餌だけを漉

して食べます．しかしコククジラの餌は主に浅海域の小型

底生生物で，その食餌方法が一風変わっています．海底に

住む底生動物を堆積物ごと口の中に吸い込んだり，口先で

海底から巻き上げた堆積物と一緒にまるごと口に取り込ん

だりして，粗く硬いクジラヒゲを使って餌を漉しとって食

べています．アキシマクジラもコククジラと同じように生

きていたのでしょうか？

５．アキシマクジラはなぜ昭島市から産出したのか？

昭島市は関東平野西縁の丘陵地帯に位置しています．な

ぜ海で生きていたはずのアキシマクジラの化石がそのよう

な場所で産出したのでしょうか？アキシマクジラは 195

万から 177 万年前に堆積した小宮層（植木・酒井，2007）

という地層から産出しました（第 5図）．小宮層の年代は，

地質時代では更新世の前期にあたります．昭島市付近のア

キシマクジラが棲んでいた時代について調べてみましょう．

関東平野の地下には古い時代の硬い岩石からなる最大深

度が 6,000 m ほどの巨大な凹みがあり，かつては昭島市

付近も含む広い範囲に海が広がっていました（高橋ほか，

2006 など）．その海は中新世から現在にかけて堆積物が

大量に流れ込み続け，埋め立てられて関東平野となってい

ます．

アキシマクジラが産出した小宮層が堆積した時代は，関

東に広がっていた海が埋め立てられる過渡期にあたりま
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第 5 図　	 昭島市付近の多摩川河床に分布する地層．
　	� 植木・酒井（2007）の地質図を元に作成した．昭島市付近の多摩川河床を覆う砂礫の下に

分布する地層を示す．多摩川河床に分布する地層は連続して露出しないため，地層の境界
を示す破線は，おおよその位置となる．各地層は東側に緩く傾斜し，東側が上位である．
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す．小宮層が堆積した頃に関東で堆積した地層は，上
かずさ

総層

群と呼ばれています（第 2図）．上総層群とは，千葉県に

模式地がある地層群であり，千葉県中部の古い呼び名にち

なんで名付けられました．上総層群が堆積した時期は，現

在の関東平野の縁辺付近に海岸線があり，南東に開いた深

い湾が存在していたと考えられています（第2図，第6図）．

その頃の千葉県付近では深い海でしたが，昭島付近では海

岸線に近かったために浅海あるいは河川が流れる陸の環境

でした．このため，昭島市付近に広がっていた浅い海では，

陸や海で生息していた多くの生物の遺骸が地層中に埋もれ

て化石となりました．小宮層は，アキシマクジラの他に浅

い海で棲息する生物の化石が見つかっていることから，浅

海で堆積した地層だったことが分かっています（植木・酒

井，2007 など）．

第 5図で示した昭島市付近の多摩川河床に分布する地

層からこれまでに発見されている主な動物の化石をあげて

みます．陸の動物としてエゾシカ（Cervus cf. yesoensis），

カズサジカ（Cervus kazusensis），タマシフゾウ（Elaphurus 

tamaensis），アケボノゾウ（Stegodon aurorae），イヌ

属の絶滅オオカミ（Canis falconeri），海の動物として

アキシマクジラ，ハクジラ類（Odontoceti），板鰓類

（Elasmobranch：サメ・エイ類），軟体動物（Mollusca），

棘皮動物（Echinodermata）などの多彩な種類の化石が産出

しています（樽・長谷川，2002 など）．このほか長鼻類

（Proboscidea：ゾウ類）などの足跡化石も見つかっていま

す（多摩川足跡化石調査団・昭島市教育委員会，2002）．

これほど多くの種類の大型化石が発見される場所は日本で

は希有な存在です．

６．最後に

本稿を執筆するに当たり，アキシマクジラを新種として

報告した群馬県立自然史博物館の木村敏之博士及び昭島市

教育委員会には貴重な図や写真を提供していただきまし

た．深く感謝いたします． 

昭島市においてクジラ愛が定着した経緯や時期はよく

分かりませんが，本稿で紹介したクジラのマンホールは

1989 年に初めて設置されているので，少なくともその頃

までには市民のクジラへの愛着が浸透していたことがうか

がえます．

昭島市付近の多摩川河床ではこれまでに絶滅種を含む脊

椎動物がたくさん産出しており，今後の新たな化石の産出

が期待される地域です．なお，これまでに発見された化石

の多くは，各地の研究機関や博物館などで大切に保管され

ています（樽・長谷川，2002）． 　　　　

昭島市のマンホールを紹介したマンホールカードが

2018 年 10 月に発行されています．カードに掲載されて

いるクジラの色は黄色なので，本稿で紹介した色とは異

なっています．他の色もあるのでしょうか？

� （その 5に続きます）
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マンホール略史

下水道施設の歴史は古く，紀元前にはすでに存在し，マンホール�
の設備も備えていました．例えば，メソポタミア文明の都市バビ
ロン，インダス文明の都市モヘンジョダロなどで下水道の遺構に
おいてマンホールが確認されています．ちなみにイタリアの首都
ローマにある「真実の口」の名称で知られるローマ時代の円盤状
の彫刻は，元々は雨水の排水用マンホールの蓋だったとされてい
ます．
日本では古墳時代以前にすでに排水用の設備があったようで

すが，ほとんどのものが側溝状でした．日本における初めての
近代的な暗渠化された下水道は，横浜の外国人居留地で 1869 〜
1871 年，1881 〜 1887 年に施工されました．その暗渠の一部は
残っており，登録有形文化財に指定されています．なお，マンホー
ルの蓋は現物が残されておらず，材質や形などは不明です．鉄蓋
利用の事例として，1884 〜 1885 年に東京の神田下水で施工さ
れた下水暗渠に「鋳鉄製格子形」の蓋が使われた資料が残ってい
ますが，蓋は現存しません．
本稿で対象としているデザインマンホールは，1977 年に沖縄

県那覇市で設置されたマンホールが初めてといわれています．
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